

















































































































































計 構成比％ 院進学者 構成比％
就職者
正規 構成比％ 非正規 構成比％
計 558,853 100.0 63,333 11.3 353,123 63.2 22,738 4.1 
国立 100,134 100.0 33,619 33.6 47,444 47.4 3,513 3.5 
公立 27,895 100.0 3,912 14.0 19,213 68.9 652 2.3 
私立 430,824 100.0 25,802 6.0 286,466 66.5 18,573 4.3 
男子 308,817 100.0 47,200 15.3 184,274 59.7 8,053 2.6 




計 116 782 14.8 
国立 64 86 74.4 
公立 13 90 14.4 





計 2,868,928 100.0 
国立 614,785 21.4 
公立 146,159 5.1 
私立 2,107,984 73.5 
男子 1,652,914 57.6 












特に学内説明会では，採用担当者が大学を訪れることによって “ 素 ” の大学の雰囲気や
学生の性向を肌で感じることが出来るわけだ。これは，デジタルデバイスを通じてでは決




































































まま引用すれば，「“ 言語 ” は，言葉や文章の意味・構成・要旨を的確に理解する力を測定




















































































































































































































































































３．土台 創造性（視覚的） 論理（言語的） 経験（本能的）
４．手段 創造的内省 科学的事実 実践的な体験









７．戦略決定 ビジョン 計画 冒険








出所：Ｈ . ミンツバーグ『MBA が会社を滅ぼす』
表６　キャリア力：ミンツバーク経営の三要素からのアナロジー
生得気質 学習 生立ち







３．土台 本能的 言語的 経験的
４．手段 閃き 学習の積重ね 生立ち体験




















































理論を解説して，「かって，“ 気質 ” は遺伝の影響があり，“ 性格 ” には遺伝の影響が少ない，






















































































































































同じ社会科学であっても，法律，簿記・会計といった制度や技術に関する “ 学び ” は実
際に役立つことが多い。一方で，その他の経済・経営系などではまず役立てることは皆無





























する “ 程度 ” で十分に役割を果たすと見てよいのではないだろうか。
人脈力は言葉そのままである。問題解決を図らなければならない局面に立たされた時，
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出所：National Training Laboratories















ことが期待されている。ここで注目しなければならないのは，“ 高次 ” のアクティブラー
ニングでは，知識ベースを活用することとともに，そこからは今後学ぶべき課題を見出さ
なければならないということである。これは双方向の学びということであろう。
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〔抄　録〕
現在文科省を中心に，社会で役立つ人材を養成するためのプログラムが初等教育から高
等教育まで詳細に展開されようとしている。国を挙げて，国家に有為な人材を如何に創生
しうるかが懸案事項とされているということだ。そのために，たとえば経産省から「社会
人基礎力」なるものが提示され，そして少なからぬ大学で，これが教育目標（goal）に祀
り上げられるようにもなっている。
しかしながら，各大学が挙ってキャリア教育に臨んではいるのだが，効果未だしの感が
強く，また達観すれば，今後ともこのままの方向性では期する効果は挙げられないものと
想像される。本稿では，大学におけるキャリア教育の可能性を議論した。そして結論とし
ては，いたずらにテクニックに走ったり，最大公約数的な規範作りすることがキャリア教
育の真髄でないことを指摘したつもりである。要は大学は大学らしく，建学の原点に立ち
返り，自信を持って学生を教育しなければならないということである。
